
旭中学校ウェブサイトもご覧ください。

中学校では、『より一層本人に自覚してもらう！』ことをねらいとして三者懇談を実施してい

ます。三者懇談を終えた今、あなたの心には何が残っていますか？これまでは、家族や先生から

注意されたことをただ改善すればよかったということもあったでしょう。しかしこれからは、も

し改善しなくてはいけないことがあったならば、「なぜ、いけないのか？」「なぜ直さなくてはい

けないのか？」を自分自身でしっかりと理解していく必要があります。なぜなら、これまでより

も自分で判断する場面や責任を負う状況が増えるからです。少しずつですが、あなたたちは大人

への階段を上っているのです。１年後の懇談から『進路』についての話が具体的になってきます。

今を大切にすることはもちろんですが、先を見据えた生活･学習を心がけていきましょう。
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【夏の思い出～２年生の夏～】
２年生の夏の話です。私は旭西中学校で、野球部に所

属していました。先輩が２７人いる中で、運良く先生を

含め２年生が３人だけユニフォームをもらうことができ

ました。（ベンチ入りは２０人です。）中総体は惜しくも

負けてしまったのですが、中日少年野球という大きな大

会は勝ち残っていました。そして、忘れもしない県大会

準決勝。この試合を勝てば、東海大会への出場権を獲得

するという試合でした。相手は強豪大府西中学校でさす

がに強く、５回表が終わった時点で０－５。５回裏、何

とか逆転しようと相手投手を責め立て、２死満塁という

チャンスが巡ってきました。そこで、９番の先輩に代わ

り、先生が代打で出ました。今でもその状況を思い出せ

ますが、これほど緊張をしたことがないというくらい緊

張していたことを覚えています。結果は、初球のワンバ

ウンドになるカーブを空振り。２球目も同じようなカー

ブに手を出し、ボテボテのサードゴロでした。その後、

チームも崩れて結局ボロ負けで終わり、先輩たちは引退

していきました。今でも「もし、先輩

がそのまま打席になっていたら・・・」

とか、「もし、自分がヒットを打ってい

たら・・・」と思い出してしまうとき

があります。 （学年主任 寺田泰次郎）

先週末から中総体が始まりました。３年生にとっては

最後の夏の戦いです。どんな表情・戦いを見せてくれる

のか楽しみです。

（今週の予定）
１１日（月）総合「自学の時間」

１３日（水）学年行事

（晴）：ウォークラリー

（雨）：ミニレク ａｔ体育館

１４日（木）総合「進路学習」

委員会

（保護者の皆さんへ）
先週はお忙しい中、三者懇談のた

めにお越しいただきありがとうござ

いました。学校での様子（学習･生

活）をお知らせすると共に、家庭で

の生活の様子をお聞きする貴重な機

会となりました。残り２年生として

の期間は、来年度に向けてとても大

切な期間です。子どもたちのやる気

と良さを引き出していけるように、

担任はもちろん学年職員一同、子ど

もたちに関わっていきたいと思いま

す。今後ともよろ

しくお願いします。



「僕は自分で後から納得できればいい。」

「そのとき（希望していたのとは別の仕事に就いたとき）に、どれだけその仕事の必要性を考

え、やりがいを見つけられるかこそが大切。」

将来のことだけに限らず、今の学校生活の中でも同じようなことが言えるのではないでし

ょうか。ただ単に効率だけを追求することが本当にいいことでしょうか。私自身、大学に進

学するときも教員という職業に就くときもそれぞれ回り道をしました。しかし、今の自分が

あるのは、その時の自分自身の頑張りがあるからこそだと思っています。また、自分の好き

なこと・希望することに対して一生懸命取り組むことは当たり前のことです。人間性が表れ

るのは、それ以外の部分でどれだけやりがいを見つけ、責任をもって取り組めるかではない

でしょうか。

５月１３日（中日新聞）

５月２３日（中日新聞）


